
、

－
行
　
　
　
館
平
番

～
発
　
　
民
　
　
－

～
日
号
公
昭
o

・
－
0
3
町
　
3

帽
5
黙
代

ハ
年
－
郡
関
松

繭
第
轡
話

φ
昭
　
　
東
館
電

印刷松代印刷所

補
正
予
算
な
ど
1
7
件
を
議
決

“
、
餐
一
一
一
“
、
ゼ
一
町
議
会
第
二
回
定
例
会
翼
一
い
h
・
”
”
．
h
鷺
”
旧
い

　
六
月
十
九
日
か
ら
二
日
間
に
わ
た
り

町
議
会
定
例
会
が
開
催
さ
れ
、
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
二
号
）
の
ほ
か
16
件

か
議
決
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
事
件
は
次

の
と
お
り
で
す
。
　
（
一
般
会
計
補
正
予

算
以
外
は
説
明
を
省
略
）

議
第
ロ
号
　
　
新
潟
県
人
事
一
部
事
務

　
　
組
合
規
約
一
部
変
更
に
つ
い
て
。

　
（
関
係
分
…
…
組
合
か
ら
桐
谷
小
中

　
学
校
組
合
を
除
く
こ
と
の
議
決
）

議
第
二
号
　
　
新
潟
県
町
村
退
職
手
当

　
　
組
合
規
約
一
部
変
更
に
つ
い
て
。

　
（
関
係
分
…
…
議
第
一
号
と
同
じ
）

議
第
三
号
　
　
上
越
消
防
一
部
事
務
組

　
　
合
規
約
一
部
変
更
に
つ
い
て
。

　
（
関
係
分
…
…
上
越
地
域
消
防
事
務

　
組
合
が
新
潟
県
消
防
団
員
等
公
償
組

　
合
に
加
入
す
る
議
決
）

議
第
四
号
　
　
松
代
町
特
別
職
の
職
員

　
　
で
非
常
勤
の
も
の
の
報
酬
及
び
費

　
　
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

　
　
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い

　
　
て
。

　
（
農
業
振
興
地
域
整
備
促
進
協
議
会

　
委
員
並
び
に
松
代
町
奨
学
金
貸
与
者

　
選
考
委
員
に
報
酬
及
び
費
用
弁
償
を

　
支
給
す
る
こ
と
を
議
決
）

議
第
五
号
　
　
松
代
町
奨
学
金
貸
与
条

　
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

　
に
つ
い
て
。

　
（
選
考
委
員
に
松
代
高
等
学
校
P
T

　
A
会
長
を
加
え
る
議
決
）

議
第
六
号
　
　
松
代
町
税
条
例
の
一
部

　
　
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い

　
　
て
。
　
（
議
決
・
問
答
欄
参
照
）

議
第
七
号
　
　
松
代
町
国
民
健
康
保
険

　
　
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
　
の
制
定
に
つ
い
て
。

　
（
課
税
控
除
額
一
人
当
り
八
万
円
を

　
九
万
円
に
引
上
げ
る
こ
と
を
議
決
）

議
第
八
号
　
　
過
疎
地
域
振
興
計
画
の

　
　
一
部
変
更
に
つ
い
て
。

　
（
昭
和
四
七
年
度
事
業
の
確
定
に
伴

　
な
い
、
当
初
計
画
の
中
か
ら
除
外
さ

　
れ
る
も
の
及
び
新
た
に
計
画
し
た
事

　
業
を
押
入
す
る
な
ど
整
理
を
行
な
い

　
ロ
ー
リ
ン
グ
方
式
に
よ
る
四
七
年
度

　
四
八
年
度
の
概
算
事
業
計
画
の
策
定

　
を
議
決
）

議
第
九
号
　
　
町
道
の
認
定
に
つ
い
て

（要項は2頁）

みんなで泳ごう

　　プール開設

　
（
小
松
橋
線
・
起
点
松
代
町
池
尻
、

　
終
点
松
之
山
町
小
谷
、
総
延
長
一
二

　
六
解
及
び
小
松
橋
を
町
道
と
し
て
議

　
決
）

議
第
十
号
　
　
町
道
の
変
更
に
つ
い
て

　
（
松
代
・
海
老
・
東
山
線
の
起
点
。

　
松
代
松
之
山
線
を
海
老
分
校
に
、
終

　
点
海
老
橋
先
を
東
山
松
之
山
境
に
、

　
総
延
長
五
五
三
〇
惚
を
三
一
一
一
解

　
に
変
更
す
る
こ
と
を
議
決
）

議
第
十
醐
号
　
町
道
松
代
松
之
山
線
改

　
　
良
工
事
請
負
契
約
に
つ
い
て
。

　
一
、
指
名
競
争
入
札
に
よ
り
二
〇
六
〇

　
万
円
で
松
代
の
株
式
会
社
相
沢
組
と

　
契
約
す
る
こ
と
を
議
決
）

議
第
十
二
号
　
林
道
下
山
海
老
線
開
設

　
　
工
事
請
負
契
約
に
つ
い
て
。

　
（
指
名
競
争
入
札
に
よ
り
一
八
五
〇

　
万
円
で
十
日
町
市
の
株
式
会
社
丸
山

　
　
　
　
　
　
　
　
（
次
頁
へ
）

（1）



　
工
務
所
と
契
約
す
る
こ
と
を
議
決
）

．
議
第
十
三
号
　
農
道
萱
場
線
舗
装
工
事

　
　
請
負
契
約
に
つ
い
て
。

　
　
（
指
名
競
争
入
札
に
よ
り
二
二
九
〇

　
万
円
で
上
越
市
の
福
田
道
路
株
上
越

　
出
張
所
と
契
約
す
る
こ
と
を
議
決
）

議
第
十
四
号
　
昭
和
四
七
年
度
一
般
会

　
計
補
正
予
算
（
第
二
号
）

　
　
△
才
入
・
才
出
と
も
に
四
三
七
九
万

　
二
千
円
を
補
正
、
予
算
現
額
六
億
六

　
三
八
二
万
一
千
円
を
議
決
．
、
…
主
な

　
補
正
額
）

◎
才
入

　
　
地
方
交
付
税
　
　
八
、
五
三
二
千
円

　
　
国
庫
補
助
金
　
　
五
、
六
三
〇
〃

　
　
県
補
助
金
　
　
　
三
、
一
四
四
〃

　
　
繰
越
金
　
二
二
、
八
四
九
〃

◎
才
出

　
△
衛
生
費
　
　
　
　
一
、
二
六
〇
千
円

　
　
　
　
（
辺
地
患
者
輸
送
用
ジ
ー
プ
購

　
　
　
　
入
）

　
△
　
全
　
　
　
　
　
四
、
二
〇
〇
千
円

　
　
　
　
（
簡
易
水
道
設
計
委
託
料
）

勿

△
農
林
業
費
　
　
　
一
、
四
〇
〇
千
円

　
　
（
農
道
開
設
補
助
金
）

△
　
全
　
　
　
　
　
一
、
八
三
七
千
円

　
　
（
農
業
生
産
基
盤
整
備
事
業
工

　
　
　
事
費
）

△
土
木
費
　
　
　
　
七
、
四
〇
五
千
円

　
　
（
除
雪
ブ
ル
ト
ー
ザ
ー
一
台
購

　
　
　
入
）

△
　
全
　
　
　
　
　
二
、
五
〇
〇
千
円

　
　
（
濁
川
改
修
・
豊
泉
橋
架
替
工

　
　
　
薯
負
担
金
）

△
消
防
費
　
　
　
　
一
、
二
六
〇
千
円

　
　
（
消
防
自
動
車
ポ
ン
プ
置
場
新

　
　
　
築
補
助
金
！
蒲
生
1
）

△
　
全
　
　
　
　
　
二
、
〇
七
三
千
円

　
　
（
常
設
消
防
分
遣
所
用
地
買
上

　
　
　
費
▽

△
　
全
　
　
　
　
　
八
、
五
二
三
千
円

　
　
（
上
越
消
防
事
務
組
合
の
負
担

　
　
　
金
）

△
災
害
復
旧
費
　
　
二
、
七
四
五
千
円

　
　
（
融
雪
災
害
復
旧
工
事
費
）

△
　
全
　
　
　
　
　
一
、
三
六
〇
千
円

（2）

　
　
　
（
現
年
度
発
生
農
業
用
水
路
災

　
　
　
　
害
復
旧
工
事
費
）

　
△
　
全
　
　
　
　
一
、
一
〇
六
千
円

　
　
　
（
現
年
度
発
生
福
島
林
道
災
害

　
　
　
　
復
旧
工
事
費
）

議
第
十
五
号
　
昭
和
四
七
年
度
松
代
町

　
　
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予

　
　
算
（
第
一
号
）

　
（
補
正
金
額
な
し
、
職
員
給
与
の
内

　
容
変
更
）

議
第
十
六
号
　
昭
和
四
七
年
度
特
別
会

　
　
計
農
業
共
済
事
業
補
正
予
算
（
第

　
　
一
号
）

　
（
収
入
・
支
出
そ
れ
ぞ
れ
七
万
九
千

　
円
を
補
正
し
、
予
算
現
額
二
、
一
二

　
四
万
二
千
円
を
議
決
）

議
第
十
七
号
　
昭
和
四
六
年
度
特
別
会

　
　
計
農
業
共
済
事
業
決
算
の
認
定
に

　
　
つ
い
て
。

　
（
収
入
、
一
七
六
、
八
万
二
、
五
四
〇

　
円
、
．
支
出
一
、
四
五
〇
万
三
、
四
五
〇

　
円
の
決
算
を
承
認
）

■
貿
，
8
9
＝
。
．
露
一
，
。
8
8
。
一
＝
“
8
二
＝
9
畠
ロ
m
貿
■
蓼
畠
・
臓
甲
，
』
＝
一
碑
二
＝
＝
ρ
二
＝
8
・
亘
隅
鵬
。
一
置
ロ
一
騨
”
躍
邑
踊
一
一
一
・
昌
昌
一
一
冒
目
員
口
田
・
・
β
齢
国
一
腸
画
8
島
ワ
一
・
。
8
。
一
顧
－
の
8
。
9
・
ロ
置
“
働
P

團

％

税
条
例
の
［
部

改
正
の
概
要

　
地
方
税
負
担
の
現
状
、
地
方
財
政
の

実
情
を
勘
案
し
、
住
民
負
担
の
軽
減
、

合
理
化
を
図
る
目
的
の
た
め
に
税
条
例

を
一
部
改
正
し
た
．
、

　
改
正
の
主
な
も
の
は
左
の
通
り

住
民
税
関
係

一
、
障
害
者
未
成
年
者
、
老
年
者
、
擦

　
婦
等
の
税
負
担
を
救
済
す
る
た
め
所

　
得
三
八
万
円
ま
で
は
課
税
し
な
い
こ

　
と
に
し
た
。

　
　
改
正
前
は
所
得
三
五
万
円
ま
で
を

　
三
万
円
引
上
げ
た
。

二
、
所
得
控
除
額
の
引
上
げ
で
一
般
所

　
得
者
の
所
得
か
ら
左
の
引
上
げ
ら
れ

　
た
額
を
控
除
し
て
住
民
税
の
軽
減
を

　
図
る
こ
と
に
し
た
。

圃
六
月
の
定
例
議
会
で
税
条
例
が
改
正

さ
れ
ま
し
た
が
、
．
そ
の
要
点
を
お
知

ら
せ
下
さ
い
。

　
　
O
　
　
　
O
　
　
　
■
　
　
　
　
●
　
　
　
　
●
　
　
　
●
　
　
　
●
　
　
　
●
　
　
　
●
　
　
　
　
■
　
　
　
●
　
　
　
●

　
　
　
　
改
正
後

基
磯
控
除
　
一
五
万
円

扶
養
控
除
　
一
一
万
円

配
偶
者
控
除
一
四
万
円

障
害
者
等

　
　
　
　
　
一
〇
万
円

　
控
除
額

特
別
障
害
者
一
二
万
円

白
色
専
従
　
一
六
万

　
者
控
除
額
　
五
千
円

給
与
所
得
　
五
二
万

　
控
除
額
　
　
五
百
円

　
（
限
度
額
）

改
正
前

一
四
万
円

一
〇
万
円

二
二
万
円

　
九
万
円

二
万
円

一
五
万
円

四
六
万

　
八
千
円

で
以
上
の
引
上
げ
の
控
除
額
に
よ
っ
て

夫
婦
子
二
人
の
場
合
（
給
与
所
得
者
）

七
二
万
八
千
円
が
八
○
万
五
千
円
ま
で

は
課
税
し
な
い
こ
と
に
し
た
。
　
（
税
条

例
が
法
の
条
項
を
引
用
し
て
い
る
た
め

条
文
の
改
正
を
用
し
な
い
で
適
用
さ
れ

る
）
そ
の
他
軽
自
動
車
税
関
係
、
電
気

ガ
ス
税
の
関
係
、
附
則
本
法
の
条
項
の

改
正
等
。

　
毎
年
皆
様
方
か
ら
多
数
ご
利
用
い
た

だ
い
て
い
ま
す
町
民
プ
ー
ル
を
今
年
も

左
記
の
要
項
に
て
開
設
い
た
し
ま
し
た

み
ん
な
で
楽
し
く
泳
い
で
下
さ
い
。

◎
開
設
期
日
　
七
月
五
日
か
ら
（
第
一

設
幽
、
『
第
二
、
亙
フ
ル
の
み
）

　
　
、
◎
開
設
時
間

開
軍
面
目
午
前
九
●
0
9

ル
“
　
　
　
　
　
＝
・
○
○

一
照
　
二
回
目
午
後
一
二
・
○
○
～

。
　
㌔
　
　
　
　
　
　
　
　
二
・
○
○

フ
〆

　
　
－
　
三
回
目
午
後
二
・
三
〇
～

民
い
　
　
　
　
　
四
●
三
〇

町
V
な
お
利
用
者
は
次
の
点
を
お
守

“
挿
り
下
さ
い
。

　
　
“
　
）

なで泳ごう
poハゼ％『も、。」，。ら”’，ちザ％6・い’8べ

　　（3）　（2）　（1）

ん
挿
の

　
　
い
　
　

み
｛
⑤

〃
　
　
ゐ

⑥
　
プ
ー
ル
の
ま
わ
り
で
遊
ば
な
い
。

　
町
民
プ
：
ル
は
大
勢
の
方
々
が
利
用

さ
れ
る
の
で
す
か
ら
他
人
の
迷
惑
に
な

ら
な
い
よ
う
皆
ん
な
で
注
意
し
ま
し
よ

う
。
い
ま
建
設
中
の
第
三
号
（
蒲
生
）
プ

ー
ル
は
七
月
下
旬
開
設
の
予
定
で
す
。

　
水
泳
前
に
は
必
ず
準
備
運

動
を
行
な
う
。

　
体
の
具
合
の
悪
い
方
は
水

に
入
ら
な
い
。

　
管
理
人
の
注
意
は
ぜ
っ
た

い
守
る
。

　
水
泳
帽
を
着
用
す
る
。

　
小
さ
な
子
ど
も
に
は
必
ず

大
人
が
つ
い
て
く
る
。

軌



U
公
民
館
図
書
室
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
U

　
な
が
い
間
休
ん
で
お
り
ま
し
た
公
民
館
図
書
室
を
、
七
月
六
日
か
ら
町
総
合
セ
ン

タ
；
二
階
に
開
設
い
た
し
ま
し
た
。
図
書
室
に
は
新
刊
図
書
を
数
多
く
と
り
そ
ろ
え

閲
覧
用
の
席
を
整
備
い
た
し
ま
し
た
。
新
刊
に
は
親
子
文
庫
と
し
て
子
供
向
き
の
図

書
も
多
く
購
入
い
た
し
ま
し
た
。
親
子
文
庫
と
は
親
が
本
を
貸
り
る
と
き
は
子
供
の

本
と
一
組
に
し
、
子
供
が
本
を
貸
り
る
と
き
は
親
向
の
本
と
一
組
に
し
て
借
出
し
家

族
ぐ
る
み
で
読
書
に
親
し
ん
で
い
た
だ
く
と
い
う
も
の
で
す
。

　
図
書
を
閲
覧
し
た
り
貸
出
し
で
き
る
時
間
は
毎
年
五
月
一
β
か
ら
十
月
三
十
一
日

ヨま
で
は
日
曜
日
の
夜
を
除
き
（
日
曜
の
夜
は
休
館
）
毎
口
午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後

十
時
ま
で
で
す
。
図
書
を
貸
出
す
と
き
は
総
合
セ
ン
タ
ー
の
受
付
に
貸
り
た
い
本
を

持
参
し
申
し
出
て
貸
り
て
下
さ
い
。
遠
方
の
方
で
図
書
室
に
お
い
で
に
な
る
こ
と
が

困
難
な
と
き
は
グ
ル
ー
プ
を
つ
く
り
団
体
で
数
十
冊
、
約
三
週
間
程
度
の
期
間
で
借

出
す
こ
と
も
で
き
ま
す
。
ご
希
望
が
あ
り
ま
し
た
ら
申
出
（
相
談
）
下
さ
い
。

　
係
で
は
み
な
さ
ん
の
お
い
で
を
お
待
ち
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
）
　
　
　
）
　
　
　
）
　
　
　
）
　
　
　
）
　
　
　
）
　
　
　
）
　
　
　
￥
ノ
　
　
　
）
　
　
　
）
　
　
　
）
　
　
　
＼
ノ

　
　
　
　
（
　
　
　
（
　
　
　
！
‘
￥
　
　
　
（
　
　
　
（
　
　
　
（
　
　
　
（
　
　
　
（
　
　
　
（
　
　
　
（
　
　
　
（

《
子
供
向
V

世
界
の
幼
年
童
話

名
探
偵
ホ
ー
ム
ズ
全
集

世
界
推
理
名
作
全
集

（
全
鍛
巻
）

（
全
22
巻
）

（
全
3
0
巻
）

国
際
ア
ン
デ
ル
セ
ン
大
賞
名
作
全
集

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
全
1
6
巻
）

中
国
・
イ
ン
ド
の
古
典
童
話
（
全
12
巻
）

ち
く
ま
少
年
図
書
館
　
　
　
（
全
16
巻
）

福
音
館
の
創
作
童
話
シ
リ
ー
ズ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
既
刊
26
巻
）

公
害
の
は
な
し

憲
法
を
考
え
る

こ
れ
か
ら
の
数
学

ミ
ク
ロ
探
検
隊

過
去
に
も
ど
さ
れ
た
国

プ
ー
ク
と
オ
オ
カ
ミ
団

大
草
原
の
冒
険

し
ば
て
ん

い
た
ず
ら
あ
ま
ん
℃
や
く

そ
ら
を
と
ん
だ
き
か
ん
し
や

ひ
さ
の
星

つ
し
ま
丸
の
そ
う
な
ん

人
間
の
か
ら
だ

森
の
ひ
び
き

《
一
般
向
V

哲
学
の
世
界

日
本
の
歴
史

県
史
シ
リ
ー
ズ

ガ
ロ
ア
の
生
涯

キ
ユ
リ
ー
夫
人
伝

ピ
エ
ル
・
キ
ユ
リ
ー
伝

シ
ユ
ヴ
ア
イ
ッ
ア
ー
伝

わ
が
祖
国
へ
の
自
伝

バ
ス
ッ
ー
ル
伝

マ
ル
コ
・
ポ
ー
ロ

ベ
ト
ナ
ム
農
民

知
ら
れ
ざ
る
ビ
ル
マ

気
象
診
断

カ
ラ
ー
　
雲

海
洋
の
謎
と
開
発

顕
微
鏡
の
使
い
方

か
ん
な
く
ず

シ
ヤ
ン
ソ
ン

赤
い
氏
赤
い
河

旅
の
絵
本

孤
狸
庵
閑
話

春
　
の
　
音

小
　
　
　
屋

マ
マ
の
血
液
型

骨
を
喰
う
川

黒
　
い
　
血

生
活
設
計
と
家
計
診
断

き
も
の
作
り
方
全
書

き
も
の
と
き
こ
な
し

独
習
シ
リ
ー
ズ
　
文
化
式
洋
裁

新
し
い
ス
タ
イ
ル
画
の
描
き
方

手
　
芸
　
全
　
書

た
の
し
い
毛
糸
の
手
芸

た
の
し
い
刺
し
ゆ
う
図
案
集
　
ω

手
あ
み
全
書

か
ら
だ
と
食
物

食
品
二
五
〇
種
の
栄
養
事
典

重
量
目
安
栄
養
価
格
早
見
表

家
庭
の
保
存
食

料
理
上
手
に
な
る
勉
強

料
理
の
あ
と
さ
き

お
そ
う
ざ
い
料
理

お
弁
当
と
お
や
つ

独
習
シ
リ
ー
ズ
　
中
国
料
理

つ
　
け
　
も
　
の

た
の
し
い
フ
ラ
ン
ス
料
理

漢
方
薬
の
料
理

家
庭
で
で
き
る
和
洋
菓
子

サ
ソ
ド
イ
ッ
チ
一
〇
〇
例

ホ
！
ム
カ
ク
テ
ル

家
庭
で
つ
く
れ
る

　
　
　
木
の
酒
・
草
の
酒
・
果
実
の
酒

オ
ー
ド
ブ
ル
の
本

図
解
応
急
手
当
全
科

美
し
い
老
年
期

続
・
美
し
い
老
年
期

四
十
か
ら
の
健
康

漢
方
薬
全
書

こ
の
病
気
に
は
こ
の
温
泉
を

基
礎
人
類
遺
伝
学

私
は
赤
ち
や
ん

私
　
は
　
二
　
歳

な
　
わ
　
と
　
び

レ
ジ
ャ
i
総
合
ガ
イ
ド

国
民
宿
舎
旅
行
ガ
イ
ド
「
東
日
本
編
」

　
　
　
〃
　
　
　
　
　
「
西
日
本
編
」

全
国
温
泉
案
内

全
国
郷
土
玩
具
と
民
芸
案
内

表
千
家
茶
の
湯

裏
千
家
茶
道
の
お
し
え

い
け
ば
な
入
門

日
曜
画
家
の
ス
ケ
ッ
チ
入
門

日
曜
画
家
の
油
絵
入
門

日
本
人
形
・
作
り
方
と
応
用

独
習
社
交
ダ
ン
ス
教
室

ギ
タ
ー
ホ
ー
ム
教
室

新
版
手
紙
の
書
き
方

岩
　
波
　
新
　
書

六
地
蔵
の
影
を
斬
る

遺
書
配
達
人

マ
ッ
ハ
の
恐
怖

青
年
は
荒
野
を
め
ざ
す

杏
　
　
　
子

狼
に
育
て
ら
れ
た
子

名
探
偵
が
多
す
ぎ
る

継
ぐ
の
は
誰
れ
か

雪
に
花
散
る
奥
州
路

ム
ツ
ゴ
ラ
の
無
人
島
記

俺
の
血
は
俺
が
拭
く

あ
　
か
　
ね
　
雲

酔
い
ど
れ
船

真
　
　
珠
　
　
郎

　
　
　
　
　
参

さ
ら
ば
モ
ス
ク
ワ
愚
連
隊

十
七
才
の
日
記

妻
の
日
の
愛
の
か
た
み

虫
た
ち
の
墓

埋
も
れ
た
青
春

隠
さ
れ
た
十
字
架

（3）



（4）

　　　　　㊨

夏
の
交
通
事
故
防
止
運
動

爵
雛
躍
嬬
鞍

⑳
繍
蟻
難
劉

こ
れ
に
伴
う
交
通
事
故
の
激
発
が
予
想

さ
れ
ま
す
が
、
こ
の
時
期
に
お
け
る
交

通
事
故
防
止
を
一
段
と
強
化
す
る
た
め

松
代
町
で
は
交
通
団
体
の
全
而
的
な
協

力
を
得
て
、
7
月
2
1
日
か
ら
8
月
20
日

ま
で
の
間
、
夏
の
交
通
事
故
防
止
運
動

を
積
極
的
に
実
施
い
た
し
ま
す
。

期
間
中
の
実
施
事
項
及
び
実
施
円
容

一
、
関
係
機
関
、
団
体
の
協
刀
を
得
て

　
交
通
安
全
指
導
所
の
設
置
に
つ
と
め

　
最
近
の
自
動
車
交
通
の

急
激
な
進
展
に
伴
な
い
、

交
通
事
故
は
ま
す
ま
す
激

し
さ
の
一
途
を
た
ど
り
、

ご
承
知
の
と
お
り
県
内
の

交
通
事
故
の
発
生
状
況
は

　
過
労
、
無
諜
運
転
等
に
よ
る
事
故
の

　
未
然
防
止
を
は
か
る
。

二
、
部
落
会
等
地
域
組
識
を
あ
げ
て
飲

　
　
『

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

　
　
　
　
　
　
　
m

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
4

　
　
　
　
6

　
　
　
　
4

　
酒
運
転
防
止
三
な
い
運
動
の
徹
底
を

　
は
か
る
。

三
、
帰
省
等
交
通
量
の
増
加
す
る
道
路

　
に
つ
い
て
道
路
標
識
な
ど
の
点
検
整

　
備
に
つ
と
め
る
。

町内年別交通事故発生状況
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原
　
　
因

11）件数
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12）死　者

者
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死
引
人
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斜
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横
断

車
の
流
前
霞
後
横
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横
断
禁
止
場
所
横
断

め
い
て
い
は
い
か
い

路
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遊
戯

飛
び
出
し

そ
の
他
小
計

安生運撒敵辰



月別発生状況

　50
　40
　　30

尭20●
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）

2．00

1，500

1，000

（
件
数 500

●
傷
者
）

　傷者

一
　
　
件 数

一
　
死
者
一

　　　　月別区分 1 2 3 4 5 6 7 8 9　1！0
　聾

11 12

件　　　数 767 729 920 1，145 1，175 1，265 1，390 1，651
　　駐　一
！，234ほ，310
　　事

　　b：，313U。183

死　　　者 28 17 21 34 34 35 41 49 34141 44　　32

傷　　　者 1，㎝0 949 1，197 1，467 1．49411，652
　　｝

1，873 2，269 1，598i1，702h，7媛1，蓉06
　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し　．

　
車
を
走
ら
せ
る
あ
な
た
は
、
安
全
運

転
に
つ
い
て
ど
れ
だ
け
の
知
識
を
お
も

ち
で
す
か
。
と
い
っ
て
も
、
別
に
む
ず

か
し
い
こ
と
を
要
求
す
る
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
つ
ぎ
の
1
0
訓
（
今
月
は
、
4

訓
》
を
確
実
に
履
行
し
て
い
れ
ば
、
あ

な
た
は
り
っ
ば
な
安
全
運
転
者
と
な
れ

ま
す
。
車
に
乗
る
前
に
、
必
ず
復
唱
い

た
し
ま
し
よ
う
。

①
　
セ
ン
タ
ー
ラ
イ
ン
を
割
る
な

　
あ
な
た
は
、
セ

ン
タ
ー
ラ
イ
ン
か

ら
ど
れ
だ
け
離
れ

て
走
れ
ま
す
か
？

あ
な
た
は
ど
う
で
す
か
？

　
“
走
り
方
”
べ
カ
ラ
ズ
帳
ー
1
0
訓
ー

　
セ
ン
タ
ー
ラ
イ
ン
を
目
標
に
し
て
、

ベ
ッ
タ
リ
く
っ
つ
い
て
走
る
の
は
、
あ

な
た
で
は
な
い
で
し
よ
う
か
。
こ
れ
で

は
、
対
向
車
に
気
を
つ
か
う
ば
か
り
で

上
手
な
運
転
と
は
い
え
ま
せ
ん
。
五
〇

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
余
裕
を
崩
す
よ
う

で
は
、
ま
だ
ま
だ
目
の
つ
け
ど
こ
ろ
の

勉
強
が
必
要
で
す
。

②
　
右
力
ー
ブ
に
気
を
つ
か
え

　
あ
な
た
は
、
右
力
ー
ブ
で
、
セ
ン
タ

ー
ラ
イ
ン
を
踏
ま
な
い
自
信
が
あ
り
ま

運
転
免
許
証
更
新
時
講
習
の
お
し
ら
せ

　
四
月
一
日
か
ら
、
新
道
交
法
に
よ
り
三
年
に
一
回
の
免
許

更
新
時
に
講
習
を
受
け
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
、
更
新
手

続
き
及
び
更
新
時
講
習
と
二
回
も
遠
い
安
塚
警
察
署
ま
で
ご

足
労
さ
れ
ま
し
た
が
、
更
新
時
講
習
は
七
月
か
ら
県
の
講
習

係
官
が
出
張
さ
れ
松
代
町
総
合
セ
ン
タ
ー
で
実
施
さ
れ
ま
す

日
時
及
び
該
当
者
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
講
習
日
時
　
七
月
十
二
日
　
午
後
一
時
か
ら
三
時
ま
で

　
　
　
　
　
　
八
月
以
降
、
毎
月
第
二
月
曜
日
で
す
。

　
　
　
　
　
　
受
講
者
の
多
い
場
合
は
午
前
と
午
後
の
二
回

　
　
　
　
　
　
に
わ
け
て
実
施
い
た
し
ま
す
。

　
・
該
当
者

　
　
有
効
期
限
が
八
月
三
十
一
日
ま
で
の
者

　
　
　
　
日
時
　
　
八
月
十
四
日
　
（
第
一
月
曜
日
）

　
　
　
　
場
所
　
　
松
代
町
総
合
セ
ン
タ
ー
三
階
ホ
ー
ル

　
　
有
効
期
限
が
九
月
三
十
日
ま
で
の
者

　
　
　
　
日
時
　
　
九
月
十
一
日
　
（
第
一
月
曜
日
）

　
　
　
　
場
所
　
　
松
代
町
総
合
セ
ン
タ
⊥
二
階
ホ
ー
ル

　
　
有
効
期
限
が
十
月
三
十
一
日
ま
で
の
者

　
　
　
　
日
時
　
　
十
月
九
日
（
第
一
月
曜
日
）

　
　
　
　
場
所
　
　
松
代
町
総
合
セ
ン
タ
ー
三
階
ホ
1
ル

　
。
当
日
も
っ
て
く
る
物

　
　
運
転
免
許
証
、
運
転
者
手
帳
、
筆
記
用
具

■
■
■
璽
冒
看
■
言
讐

十
一
月
以
降
の
議
習
会
日
時
に
つ
い
て
は
後
目
連
絡
い
た
し

ま
す
。

　
す
か
？

　
　
ド
ラ
イ
バ
ー
は
い
つ
で
も
、
右
力
ー

　
ブ
に
弱
す
ぎ
ま
す
。
こ
れ
に
強
く
な
ら

　
ね
ば
、
一
人
前
の
腕
と
は
見
て
く
れ
ま

　
せ
ん
。
カ
ツ
コ
も
悪
く
、
危
い
運
転
で

　
ほ
、
自
慢
に
も
な
り
ま
せ
ん
。

　
③
　
右
カ
ー
プ
で
は
、
は
み
だ
す
な

　
　
あ
な
た
は
、
カ
ー
ブ
の
走
り
方
の
ポ

　
　
イ
ン
ト
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？

　
　
初
必
者
ほ
ど
、
カ
ー
ブ
を
甘
く
見
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
の
で
す
。
カ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ブ
で
ハ
ン
ド
ル
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
取
ら
れ
た
…
…
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ん
て
、
他
人
様
の

　
笑
い
も
の
に
な
ら
な
い
よ
う
に
。

　
④
　
車
線
は
車
の
安
全
レ
ー
ル

　
　
あ
な
た
は
、
車
線
に
忠
実
に
走
る
こ

　
と
が
で
き
ま
す
か
？

　
　
何
か
と
い
う
と
す
ぐ
車
線
を
変
え
た

　
り
、
フ
ラ
フ
ラ
白
線
を
ま
た
い
で
走
る

　
癖
の
ド
ラ
イ
バ
ー
が
多
い
の
で
す
。
免

　
許
の
と
り
た
て
で
も
あ
る
ま
い
し
、
も

　
っ
と
し
っ
か
り
走
る
こ
と
。
車
線
が
守

　
れ
た
ら
、
腕
は
確
か
な
証
拠
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
以
下
次
号
へ
）

皿㎝一へ皿一ユ一』一一一［一一㎜一『一一一一一【「【一一一

原
稿
　
募
集

一
、

二
、

三
、五四

、　　、

〆
切
及
び
宛
先

毎
月
二
十
五
日
ま
で
に
教
育
委
員

会
事
務
局
へ

字
　
数

　
一
、
○
○
○
字
以
内

内
　
容

①
生
産
を
高
め
た
体
験
談
。

②
生
活
改
善
に
成
功
し
た
体
験
又

　
は
松
代
町
の
環
境
で
容
易
に
実

　
現
で
き
る
理
想
論
文
。

③
そ
の
他
か
く
れ
た
美
談
。

匿
名
で
も
結
構
で
す
。

採
用
の
も
の
に
は
薄
謝
を
差
上
げ

ま
す
。
問
答
欄
に
つ
い
て

　
み
な
さ
ん
の
知
り
た
い
こ
と
に
つ
い

て
、
こ
の
欄
を
と
お
し
て
で
き
る
か
ぎ

り
お
知
ら
せ
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ど
し
く
お
間
合
せ
下
さ
い
◎

（5）



（6）

県
民
ス
ボ
ー
ツ
の
日
大
会
終
る

　
　
　
　
　
…
…
力
と
技
と
心
意
気
と
…
…

　
去
る
六
月
二
十
五
日
、
好
天
に
恵
ま

れ
「
県
民
ス
ポ
ー
ツ
の
日
大
会
」
が
松

代
高
等
学
校
、
松
代
中
学
校
、
松
代
小

学
校
、
室
野
小
学
校
を
会
場
に
盛
大
に

行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
の
参
加
チ
ー
ム
は
、
一
般
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
十
五
、
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
四
、
卓
球
チ
ー
ム
七
、
と
約
三
百
名

の
人
達
が
、
日
頃
の
技
を
力
い
っ
ば
い

ぶ
つ
け
合
っ
て
熱
戦
を
く
り
ひ
ろ
げ
ま

し
た
。
当
日
の
成
積
は
、

一
般
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
（
松
高
、
松
代
中
）

　
一
位
小
・
中
学
校
教
員
チ
ー
ム

　
ニ
位
伊
沢
B
チ
ー
ム

　
三
位
　
南
青
B
チ
！
ム

　
三
位
　
農
協
チ
ー
ム

婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
（
松
代
小
）

で　　　　卓
’四三二一　四三二一
中位位位位球位位位位

松
代
B
チ
！
ム

犬
伏
チ
ー
ム

千
年
チ
ー
ム

松
代
A
チ
ー
ム

　
　
　
（
室
野
小
）

役
場
チ
ー
ム

伊
沢
A
チ
ー
ム

室
野
チ
ー
ム

莇
平
チ
：
ム

　
　
中
で
も
一
般
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
は
参
加
チ
：
ム
の
多
さ
か
ら

激
戦
と
な
り
、
終
日
応
援
の
声

が
場
内
を
う
づ
め
て
い
ま
し
た

激戦だつた一般バレーボール

1
8
1
。
．
＝
1
・
ー
置
＝
．
日
o
置
i
I
＝
疇
3
誓
璽
潜
＝
：
一
ー
奮
醤
＝
・
＝
1
麿
墨
o
＝
＝
8
1
1
電
塁
匿
－
纏
1
＝
霊
5
醒
ー
暦
■
ロ
霊
ー
醤
－
置
6
書
＝
1
ー
盤
■
、
■
＝
－
1
ぎ
＝
■
盤
墨
屋
』

町
連
合
青
年
団
体
育
大
会
終
る

　
去
る
七
月
二
日
好
天
に
恵
ま
れ
五
年

ぶ
り
に
町
連
合
青
年
団
の
体
育
大
会
が

松
代
中
学
校
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
競

技
は
地
区
対
抗
で
優
勝
を
競
い
ま
し
た

が
松
代
地
区
（
峰
方
地
区
を
含
む
》
が

選
手
量
に
も
の
を
い
わ
せ
五
年
前
の
大

会
に
引
継
ぎ
連
続
優
勝
し
ま
し
た
。
成

績
は
次
の
と
お
り
。

◎
団
体
（
地
区
別
）

四三一一一
位位位位

◎
個
人
記
録

。
男
子
一
〇
〇
米

　
　
＝
位

　
　
…
二
〃

　
　
三
〃

・
男
子
二
〇
〇
米

　
　
．
一
位
．

　
　
二
〃

　
　
三
〃

・
男
子
四
〇
〇
米

　
　
一
位
　
山
賀
　
　
茂

　
　
二
〃
　
高
橋
　
　
一

　
　
三
〃
　
山
岸
　
丈
夫

・
男
子
一
、
五
〇
〇
米

　
　
一
位
　
若
月
　
忠
一

　
　
二
〃
　
山
岸
　
丈
夫

　
　
三
〃
堀
川
．
一
郎

松
代
地
区

伊
沢
　
〃

山
平
　
〃

室
野
　
〃

（
三
位
ま
で
〉

山
本
　
久
雄

小
松
　
和
夫

井
上
修
平

井
上
修
平

高
橋
』
　
一

山
賀
　
　
茂

＼

、

伊
沢
奴
奈
川

松出山
代平平

伊山松
沢平代

伊
沢

〃
　
．
！

奴
奈
川

・
男
子
走
高
跳

　
　
一
位
　
山
本
　
久
雄

　
　
二
〃
　
山
賀
　
　
茂

　
　
三
〃
　
米
持
　
敏
雄

・
男
子
走
巾
跳

　
　
一
位
．
山
本
　
久
雄

　
　
二
〃
　
佐
藤
　
徹
夫

　
　
三
〃
柳
新
一
郎

・
男
子
砲
丸
投

　
　
一
位
　
山
本
　
久
雄

　
　
二
μ
　
小
林
　
二
一

　
　
三
〃
　
相
沢
　
哲
夫

・
男
子
三
段
跳

　
　
一
位
　
佐
藤
　
徹
失

　
　
二
〃
　
山
本
　
久
雄

　
　
三
〃
斉
藤
　
一
良

・
男
子
マ
ラ
ソ
ソ

・
男
子
八
○
○
米
リ
レ
i

　
　
一
位
松
代
地
区
チ
ー
ム

　
三
〃
　
山
平
地
区
チ
ー
ム

・
男
子
一
、
六
〇
〇
米

｝
　
｝
位
松
代
地
区
チ
ー
ム

　
　
ニ
〃
　
・
、
伊
沢
地
区
チ
ー
ム

　
　
三
〃
　
山
平
地
区
チ
ー
ム

Q
女
子
六
〇
米

　
　
一
位
　
松
山
　
陽
子
　
　
伊
沢

　
　
二
〃
　
奴
奈
川
地
区
チ
ー
ム

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
沢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
奴
奈
川

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
沢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
平

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
沢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
平

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
沢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
平

　
　
一
位
若
月
忠
一
　
伊
沢

　
　
二
〃
　
・
　
’
　
和
久
　
　
山
平

　
　
三
〃
柳
貞
治
伊
沢

　
　
二
〃
　
鈴
木
　
芳
子

　
　
三
〃
　
関
谷
秀
佐
子

・
女
子
一
〇
〇
米

　
　
一
位
　
鈴
木
　
芳
子

　
　
二
〃
　
松
山
　
陽
子

　
三
〃
　
関
谷
秀
佐
子

・
女
子
砲
丸
投

　
　
一
位
　
高
野
　
悦
子

　
　
二
〃
　
鈴
木
　
芳
子

　
　
三
〃
　
松
山
　
陽
子

・
女
子
走
巾
跳

　
　
一
位
　
鈴
木
　
芳
子

　
　
二
〃
　
松
山
　
陽
子

　
三
〃
　
高
野
　
悦
子

・
女
子
走
高
跳

　
　
一
位
　
高
野
　
悦
子

　
二
〃
　
鈴
木
　
芳
子

　
三
〃
　
関
谷
秀
佐
子

松
代

〃松伊松
代沢代

伊〃松

沢代
松伊松
代沢代

〃〃松
　　代

町
長
杯
箏
奪
野
球
春
季
大
会
結
果

　
去
る
六
月
十
八
日
恒
例
の
町
長
杯
争

奪
野
球
春
季
大
会
が
松
代
中
学
校
及
び

松
代
高
校
グ
ラ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
、
十

ニ
チ
ー
ム
出
場
技
量
を
競
い
ま
し
た
結

果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
な
お
、
秋
季
大
会
は
八
月
二
十
日
（

日
曜
日
に
行
な
う
予
定
で
す
。

◎
成
績

　
優
勝
　
役
場
体
育
部
　
A

　
二
位
　
松
代
選
抜

　
三
位
　
儀
明
タ
イ
ガ
ー
ス

　
　
　
　
（
松
代
町
野
球
協
会
）
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一
嫡
侮
二
φ
一
♂
ち
・
喝
・
：
φ
一
℃
・
ち
。
9
◎
。
㌧

　
過
疎
現
象
が
最
も

顕
著
に
現
わ
れ
は
じ

め
た
の
は
、
今
か
ら

約
十
年
前
の
昭
和
三

十
八
年
頃
か
ら
で
あ

り
ま
す
，

　
あ
そ
こ
で
も
離
農

こ
ち
ら
で
も
離
村
と

過
疎
現
象
が
激
し
く

な
り
つ
つ
あ
る
中
に

あ
っ
て
、
松
代
町
に

残
り
多
数
の
お
子
さ

ん
を
松
代
町
に
生
活

さ
せ
定
着
さ
せ
て
い

る
ご
両
親
。

　
又
多
数
の
お
子
さ

ん
を
産
み
育
て
て
い

て
下
さ
る
ご
夫
婦
の

労
を
ね
ぎ
ら
い
、
今

後
益
々
松
代
町
発
展

の
原
動
力
と
な
っ
て

下
さ
る
こ
と
を
期
待

い
た
し
ま
し
て
、
松

代
町
と
松
代
町
社
会

福
祉
協
議
会
で
は
次

に
よ
り
表
彰
を
行
な

い
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
該
当
者
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
自
薦
、
他

薦
ど
ち
ら
で
も
結
構

で
ご
ざ
い
ま
す
か
ら

区
長
叉
は
民
生
委
員

を
通
じ
て
役
場
社
会

課
ま
で
乳
．
し
連
絡
下
さ

い
。
　
な
お
、
区
長
又
は

民
生
委
員
に
表
彰
の

内
申
を
お
願
い
し
て

あ
り
ま
す
こ
と
を
申

添
え
ま
す
。

表
彰
該
当
者

■
多
数
子
定
着
者
の

　
両
親

　
一
、
昭
和
三
十
八

　
　
年
一
月
一
日
以

　
　
後
三
人
目
以
降

　
　
の
結
婚
者
が
お

　
　
り
、
し
か
も
松

　
　
代
町
内
に
三
人

　
　
以
上
の
結
婚
し

　
　
た
子
が
定
着
し

　
　
て
い
る
両
親
。

二
、
こ
の
場
合
の
定
着
と
は
、
次
の

　
　
四
つ
の
条
件
が
全
部
満
た
さ
れ
て

　
　
い
る
こ
と
を
言
い
ま
す
。

　
　
　
8
住
所
が
松
代
町
に
あ
る
こ
と

　
　
　
口
本
籍
が
松
代
町
に
あ
る
こ
と

　
　
　
国
客
観
的
に
松
代
町
に
永
住
す

　
　
　
　
る
と
み
ら
れ
る
こ
と
。

　
　
　
　
す
な
わ
ち
、
大
方
の
人
が
「

　
　
　
　
あ
の
人
は
松
代
町
に
永
住
す

　
　
　
　
る
」
と
み
て
い
る
こ
と
。

　
　
　
徊
主
観
的
に
松
代
町
に
永
住
し

　
　
　
　
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
。

｝
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
－
　
　
　
　
　
9
　
　
　
　
　
、
1
　
　
　
　
　
2
　
　
　
　
　
2

　
1
　
　
　
　
ー
　
　
　
｛
　
　
　
　
1
　
　
　
　
－
　
　
　
　
1

す
な
わ
ち
、
自
分
で
も
「
松

代
町
に
永
住
し
よ
う
」
と
思

っ
て
い
る
こ
と
。

■
子
福
者
夫
婦

　
一
、
昭
和
三
十
八
年
一
月
一
日
以
後

　
　
　
四
人
目
以
降
の
子
を
出
生
し
、

　
　
　
し
か
も
四
人
以
上
の
子
が
生
存

　
　
　
し
て
い
る
夫
婦
。

　
表
彰
式
は
、
七
月
二
十
九
日
（
土
）

に
総
合
セ
ン
タ
：
で
挙
行
す
る
予
定
で

あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
へ
担
当
社
会
福
祉
係
）

2
　
　
　
　
｝
　
　
　
　
2
　
　
　
　
1
　
　
　
　
9
　
　
　
　
ー

　
ー
　
　
　
　
，
l
　
　
　
　
　
I
　
　
　
　
　
－
i
、
f
　
　
　
　
　
l

あ
な
た
自
身
の
命
を
守
る
た
め
に
・
あ
な
た
の
肉
親
の
命
を
守
る
た
め
に

献
血
を

し
ま
し
よ
う

．
．
．
記
念
品
、
バ
ス
代
、
昼
食
代
が
出
ま
す
…
　
（
担
当
衛
生
係
）

　
「
備
え
あ
れ
ば
う
れ
い
な
し
」
あ
な

た
自
身
の
万
一
の
た
め
に
、
あ
な
た
の

肉
身
の
万
一
の
た
め
に
、
献
血
を
し
て

お
き
ま
し
よ
う
。

献
血
車
「
ゆ
う
あ
い
号
」
が
、

七
月
十
九
日
午
前
十
時
～
午
後

三
時
ま
で
松
代
町
総
合
セ
ン
タ

ー
前
で
採
血
を
行
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
た
だ

　
輸
血
が
無
料
に
な
り
ま
す

　
献
血
を
さ
れ
た
方
又
は
、
同
居
の
親

族
が
事
故
や
病
気
で
保
存
血
液
の
輸
血

を
受
け
た
場
合
、
血
液
代
金
の
自
己
負

担
分
が
申
請
に
よ
っ
て
日
赤
か
ら
支
給

さ
れ
ま
す
の
で
、
献
血
を
し
て
お
く
と

輸
血
が
無
料
で
出
来
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

献
血
手
帳
の
あ
り
が
た
さ

　
　
　
主
婦
　
　
三
井
千
恵
子
　
3
4
才

　
一
月
に
実
家
の
父
が
多
量
の
吐
血
で

日
赤
病
院
に
か
つ
ぎ
込
ま
れ
ま
し
た
。

悪
性
の
胃
カ
イ
ヨ
ウ
で
、
多
量
の
輸
血

が
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
が
、
田
舎
で

は
献
血
手
帳
の
認
識
が
低
く
、
主
人
の

会
社
の
方
々
や
、
私
の
友
人
の
ご
主
人

が
、
夜
遅
い
の
も
い
と
わ
ず
、
知
合
い

を
回
っ
て
二
十
冊
近
い
手
帳
を
集
め
て

く
だ
さ
り
、
無
事
手
術
が
で
き
ま
し
た

こ
の
と
き
ほ
ど
献
血
手
帳
の
あ
り
が
た

さ
を
身
に
し
み
て
感
じ
た
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。
一
時
は
私
も
父
の
死
を
覚
悟

し
た
ほ
ど
で
し
た
が
、
日
赤
の
先
生
、

看
護
婦
さ
ん
、
ま
た
手
帳
を
貸
し
て
く

だ
さ
っ
た
皆
様
の
お
か
げ
で
退
院
し
、

自
宅
療
養
で
元
気
に
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。
そ
の
父
が
入
院
中
、
輸
血
の
連
続

の
日
々
の
中
で
作
っ
た
詩
を
、
巻
紙
に

書
い
て
く
れ
ま
し
た
。
父
に
は
無
断
で

す
が
、
献
血
へ
の
認
識
を
深
め
る
よ
す

が
と
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

輸
血
に
憶
う

　
私
を
蘇
ら
せ
て
く
れ
る

あ
な
た
の
血
液

昨
日
も
今
日
も
　
私
は

あ
な
た
の
血
液
を
い
た
だ
こ
う
と
し

　
て
い
る

　
そ
の
あ
な
た
は
、
ど
な
た
で
し
よ
う

本
当
に
あ
り
が
と
う

静
か
に
静
か
に

　
お
ち
て
く
る
一
滴
…
…
一
滴

　
私
は
じ
っ
と
そ
れ
を
見
つ
め
る

生
き
て
い
る
血
液

　
尊
い
生
命
力
を
も
っ
て
い
る
血
液

　
脈
動
の
リ
ズ
ム
に
の
っ
て

　
私
の
体
内
に
吸
い
こ
ま
れ
て
ゆ
く

献
血
の
皆
さ
ん

　
ほ
ん
と
う
に
あ
り
が
と
う

　
　
　
　
　
（
毎
日
新
聞
よ
り
転
載
）

●
●
●
●
●
o
●
●
●
●
●
■
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
・
o
O
●
●
，
●
●
●
●
●
●

こ
の
頁
の
記
事
に
つ
い
て
の
照
会
は
、
社

会
課
の
各
担
当
係
へ
し
て
下
さ
い
。

（7）



，
家
族
の
幸
福
の
た
め
に

出
稼
者
の
奥
さ
ん
へ

　
夫
に
検
診
の
お
す
す
め
を

　
　
　
　
　
　
　
　
（
担
轟
熱
）

　
出
稼
先
で
今
冬
も
二
人
死
亡
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
方
々
は
出
稼
者
検
診
を
受

け
て
い
な
い
方
々
で
し
た
。

出
稼
先
で
、
病
気
で
倒
れ
た
り
死
亡
さ

れ
た
り
す
る
人
が
毎
年
何
人
か
い
ま
す

が
、
こ
れ
ら
の
方
々
は
、
い
、
づ
れ
も
出

稼
者
検
診
を
受
け
て
い
な
い
か
、
受
け

て
も
指
示
さ
れ
た
こ
と
を
守
ら
な
い
方

が
殆
ん
ど
で
す
。

あ
な
た
の
だ
ん
な
さ
ん
は
、
毎
年
出
稼

者
検
診
を
受
け
て
い
ら
れ
る
で
し
よ
う

か
。

出
稼
者
検
診
は
、
出
稼
者
の
健
康
を
守

る
た
め
に
保
健
所
と
松
代
町
が
真
剣
に

取
り
組
ん
で
い
る
、
住
民
の
健
康
管
理

の
一
，
環
で
す
。

だ
ん
な
さ
ん
が
出
稼
先
で
不
幸
な
目
に

あ
わ
な
い
た
め
に
も
又
、
あ
な
た
と
お

子
さ
ん
が
不
幸
な
目
に
あ
わ
な
い
た
め

に
も
、
ど
う
か
出
稼
者
検
診
を
必
ず
受

け
る
よ
う
、
だ
ん
な
さ
ん
に
お
す
す
め

下
さ
い
。

次
に
よ
り
出
稼
者
検
診
を
実
施
し
ま
す

だ
ん
な
さ
ん
の
お
尻
を
た
た
い
て
で
も

出
稼
検
診
を
受
け
さ
せ
る
よ
う
に
し
て

下
さ
い
。

受期
付日

場
所

七
月
十
九
日

午
前
は
九
時
～
十
時
ま
で

午
後
は
一
時
～
・
二
時
ま
で

松
代
町
総
合
セ
ン
タ
ー

社
会
福
祉
と
民
生
委
員

　
　
　
　
　
　
（
担
当
社
会
福
祉
係
）

　
松
代
町
が
、
生
活
保
護
法
に
よ
る
扶

助
と
し
て
、
昨
年
一
年
間
に
国
か
ら
受

け
た
金
額
は
、
約
六
千
四
百
十
万
円
の

高
額
に
の
ぽ
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
郡

内
で
も
一
番
多
く
、
扶
助
額
の
多
い
こ

と
は
決
し
て
ほ
め
た
こ
と
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
病
気
治
療
の
根
本
が
早
期
発

松代町民生・児童委員

見
、
早
期
治
療
に
あ
る
よ
う
に
、
生
活

保
護
も
生
活
に
窮
し
て
、
に
っ
ち
も
さ

っ
ち
も
行
か
な
く
な
っ
て
か
ら
受
け
る

の
で
は
な
く
、
困
っ
た
と
思
っ
た
ら
一

日
も
早
く
受
け
て
、
一
日
も
早
く
立
ち

直
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

生
砧
保
護
は
、
誰
れ
に
遠
慮
も
い
り
ま

せ
ん
。

一
家
の
大
黒
柱
が
不
幸
に
あ
わ
れ
た
と

か
、
家
族
の
中
で
長
期
入
院
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
病
人
が
出
た
と
か
、
そ
の

（昭和46年12月改選）

、揖当区萩
松代

小荒戸・太平・菅刈・田沢

小屋丸・池之畑・下山

千年・池尻

会沢・蓬平

清水・桐山

東山・海老

犬伏・孟地

片桐山・滝沢

中子・苧島

田野倉・仙納

田代

莇平・小貫

寺田・諏訪峠

名平・蒲生

儀明

福島・奈良立

室野

竹所・木和田原

濁・峠

賀
乃
％
飢
菊
n
諺
弼
分
劣
狢
努
。6
努
犯
兜
馬
め
兜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
　
　
　

　
　
　
　
％
8
7
％
9
5
錫
7

2
5

9
　
　
　
　
　
8
2

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
艦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
72

　
　
∩
∠
　
　
4

　
　
　
7

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4
　
　
n
∠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4
　
　
4

話毘 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5
　
　
4

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
虞
ノ
　
Ω
》

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
8

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
81
飢

号名1住所1家
　一一一＿＿一．＿＿1

氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら

木
や
う
ん
う
ん
中
場
　
　
京
上
地
寺
寺
ん
　
ん
林
原

轟
こ
ぜ
ぜ
　
浦
沖
　
京
泉
え
謡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ

し
え
む
こ
向
与
田
橋
　
　
鉄
水
石
鉄
松
弥
あ
と
杉
石

代
平
丸
年
沢
水
老
地
山
島
倉
代
貫
田
生
明
島
野
所

　
　
　
屋
　
　
　
　
　
　
　
桐
　
　
野
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
峠

松
太
小
千
会
清
海
孟
片
苧
田
田
小
寺
蒲
儀
福
室
竹

ル
郎
郎
策
ッ
作
イ
郎
孔
雄
稗
二
治
吉
乗
一
子
夫
忠
一

　
ハ
三
敏
栄
ム
与
セ
八
丈
美
謙
郡
直
健
義
欣
代
秀
信
清

　
　
　
　
　
　
島
　
　
　
文
　
　
富
　
　
　
　
　
　
　
　
千

井
　
　
　
野
村
沢
　
岸
　
藤
月
山
岸
石
堺
川
谷
藤
田

菅
柳
柳
柳
小
中
石
柳
山
柳
斉
若
小
山
倉
小
堀
関
佐
牧

（8）

他
心
身
に
障
害
が
あ
る
と
か
、
恵
ま
れ

な
い
方
々
の
良
き
相
談
相
手
と
し
て
う

又
良
き
指
導
者
と
し
て
民
生
委
員
制
度

が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

松
代
町
で
は
、
次
の
方
々
が
民
生
委
員

と
七
て
、
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。
児
童

委
員
を
兼
ね
て
い
る
の
で
児
童
相
談
に

も
応
じ
て
下
さ
い
ま
す
。

又
、
生
活
保
護
ま
で
は
受
け
る
必
要
は

な
い
が
、
一
時
的
に
お
金
が
必
要
な
場

合
に
は
、
極
く
低
利
で
貸
付
け
て
い
る

「
世
帯
更
生
資
金
」
の
貸
付
の
相
談
に

も
応
じ
て
下
さ
い
ま
す
。
気
軽
に
ご
相

談
下
さ
い
。

戸
籍
の
窓
ロ
か
ら

　
　
　
　
　
（
担
当
戸
籍
住
民
登
録
係
）

六
月
受
付
分
（
受
付
順
）

霞
つ
え
瀦

参
め
ξ
つ
耐
樋

植
木
　
久
男
・
内
山
た
け
子
　
（
松
代
）

寺
崎
　
正
作
・
関
谷
う
め
子
　
（
桐
山
）

関
谷
由
紀
房
・
白
石
　
美
保
　
（
松
代
）

翻
蓑
乃
奪

宮
沢
み
ど
り

棚】

貝1』

布
施
　
正
樹

山
岸
　
　
愛

鈴
木
奈
穗
子

本
柳

岡1

／1￥

堺

男

秋
山

訓
た

お
く
や
み

（
死
亡
）

若
月
　
ミ
ョ

秋
山
　
京
子

万
羽
　
寅
一

唾
9
騒
一
8
■
薗
■
翼
■
贋
6
■
甲
圃
薗
■
■
9
■
鵬
9
0
一
■
口
胸
1
●
口
1
一
〇
5
5
0
■
■
願
0
曹
8
■
一
■
嗣
’
國
ロ
ロ
國
口
ロ
ロ
贋
ロ
ロ
一
膨
鴫
軍
障
■
■
■
”
口
騨
9
1
，

こ
の
頁
の
記
事
に
つ
い
て
の
照
会
は
、

会
課
の
各
担
当
係
へ
し
て
下
さ
い
。

驚
久
㌃
女
（
松
代
）

父
秀
　
一

母
秀
　
子
二
男
（
千
年
）

父
満
　
男

母
ま
つ
美
長
男
（
松
代
）

父
　
勝

母
あ
い
子
長
女
（
蒲
生
）

父
和
　
男

母
吟
　
子
二
女
（
松
代
）

父
克
　
治

母
千
鶴
子
二
男
（
仙
納
）

聡
シ
㌃
男
（
蒲
生
）

賂
キ
讐
男
（
漿
）

　
六
一
才
　
（
田
代
）

　
三
〇
才
　
（
清
水
）

　
六
二
才
　
（
会
沢
）

　
　
　
　
　
　
　
　
社



」

身
体
障
害
者
巡
回
相
談

整
形
外
科
・
耳
鼻
咽
喉
科
・
眼
科

　
　
　
　
　
　
　
（
担
当
社
会
福
祉
係
）

　
身
体
障
害
者
、
身
体
障
害
児
お
よ
び

こ
れ
に
準
ず
る
方
々
の
更
生
に
必
要
な

総
合
的
諸
相
談
に
応
じ
て
、
医
学
的
に

も
心
理
学
的
に
も
社
会
的
職
能
判
定
を

行
う
た
め
に
巡
回
相
談
が
実
施
さ
れ
ま

す
．
、
又
、
乳
幼
児
検
診
の
結
果
、
異
常
の
あ

っ
た
幼
児
と
満
十
八
才
未
満
の
者
で
体

に
異
常
の
あ
る
も
の
を
早
期
に
発
見
し

そ
の
治
療
方
法
に
つ
い
で
、
指
導
と
相
談

に
も
応
じ
ま
す
。

そ
し
て
、
身
体
障
害
者
（
児
）
の
社
会

的
吏
生
の
方
途
を
指
導
し
処
遇
の
万
全

を
期
し
ま
す
。

今
回
は
、
特
に
耳
鼻
咽
喉
科
、
眼
科
の

専
問
医
が
来
ま
す
。

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
役
場
へ
電
話

．
で
申
込
ん
で
下
さ
い
。

期
撮
　
七
月
二
十
四
日

場
所
　
大
島
保
健
所

相
談
科
目
　
整
形
外
科
、

　
　
　
　
　
科
、
眼
科

耳
鼻
咽
喉

の方々の入会を待つてます・～・∂9～（担当社会福祉係）

▲
松
代
隙
、
母
子
福
祉
会

　
　
　
（
鈴
木
ギ
ン
会
長
）

四
月
三
十
三
H
に
、
総

会
を
兼
ね
て
貸
切
バ
ス

で
、
コ
ロ
ニ
ー
新
潟
白

岩
の
里
を
慰
問
し
、
帰

り
に
分
水
町
の
桜
と
お

－
い
ら
ん
道
中
を
楽
し
み

ま
し
た
。

▲
松
代
町
遺
族
会

　
　
　
（
柳
幡
蔵
会
長
）

　
五
月
二
十
三
日
に
松
代

　
区
民
会
館
で
評
議
員
会

　
（
総
会
V
を
開
催
、
昭

　
和
四
十
六
年
度
事
業
、

　
同
決
算
、
四
十
七
年
度

事
業
計
画
、
同
予
算
を

決
め
ま
し
た
。

　
今
年
は
、
新
潟
の
護
国

　
神
社
参
拝
、
慰
霊
祭
、

招
魂
祭
な
ど
を
行
い
ま

　
す
。

団
緻
▲
雛
町
心
身
障
害
者
親

　
　
　
　
　
　
（
小
堺
勇
治
郎
会
長
）

祉福
一㌔♂》％《幽《“〉㌔“、も●、（♂．e1％

六
月
十
四
日
に
松
代
区

民
分
館
で
総
会
を
開
催

事
業
報
告
、
決
算
、
予

算
、
事
業
計
画
を
決
め

ま
し
た
。

今
年
は
、
松
之
山
町
の

大
厳
寺
原
で
夏
期
訓
練

を
叉
、
愛
の
ひ
と
し
ず

く
運
動
と
し
て
鉛
筆
の

販
売
を
行
い
ま
す
。
鉛
筆
の
販
売
利

益
金
は
会
の
運
営
費
や
恵
ま
れ
な
い

子
ど
も
の
た
め
に
使
い
ま
す
の
で
た

く
さ
ん
買
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

▲
松
代
町
老
人
ク
ラ
ぶ
連
合
会

　
　
　
　
　
　
　
（
宮
沢
正
臣
会
長
）

五
月
十
九
日
に
松
代
区
民
会
館
で
総

会
を
開
備
、
事
業
報
告
、
決
算
、
予

算
、
事
業
計
画
な
ど
を
決
め
ま
し
た

今
年
は
、
土
湯
温
泉
湯
治
旅
行
と
八

月
二
十
日
に
松
代
小
学
校
で
浪
曲
大

会
を
開
催
す
る
こ
と
を
決
め
ま
し
た

浪
曲
大
会
の
出
演
者
は
次
の
と
お
り

　
相
模
太
郎
、
春
日
井
加
寿
子

　
東
家
三
楽
、
玉
川
勝
正

　
他
に
民
謡
舞
踊
が
あ
り
ま
す
。

▲
松
代
町
傷
病
軍
人
会

　
　
　
　
　
　
　
（
石
野
　
勇
会
長
）

　
六
月
十
七
、
八
の
両
日
松
之
山
温
泉

　
つ
た
や
旅
館
で
総
会
を
開
催
、
事
業

報
告
、
決
算
、
予
算
、
事
業
計
画
な

ど
を
承
認
し
た
あ
と
、
温
泉
に
ひ
た

　
っ
て
日
頃
の
つ
か
れ
を
い
や
し
、
懇

親
会
で
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

▲
松
代
町
身
体
障
害
者
福
祉
会

　
　
　
　
　
　
（
小
堺
勇
治
郎
会
長
）

　
六
月
二
十
七
日
に
松
代
区
民
会
館
で

　
総
会
を
開
催
、
事
業
報
吉
、
決
算
、

　
予
算
、
事
業
計
画
を
決
め
た
の
ち
、

高
田
養
護
学
校
の
教
頭
先
生
の
講
演

　
を
聞
き
知
識
を
深
め
ま
し
た
。

　
今
年
は
、
魚
沼
学
園
の
見
学
、
文
集

の
発
行
な
ど
を
す
る
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。

▲
松
代
町
精
神
障
害
者
家
族
会

　
　
　
　
　
　
（
小
野
島
正
守
会
長
）

　
七
月
三
日
に
松
代
区
民
会
館
で
総
会

　
を
開
催
、
事
業
報
告
、
決
算
、
予
算

　
事
業
計
画
を
決
め
ま
し
た
．
、

　
今
年
は
、
病
院
慰
問
と
上
越
市
で
会

　
員
の
研
修
会
を
実
施
し
ま
す
。

◎
こ
の
会
で
は
、
多
数
の
方
の
ご
理
解

　
あ
る
入
会
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

国
民
年
金
大
巾
改
善

　
　
　
　
　
　
（
担
当
国
民
年
金
係
）

　
国
民
年
金
の
う
ち
の
福
祉
年
金
が
次

の
よ
う
に
大
幅
に
改
善
さ
れ
ま
し
た
。

一
、
老
令
福
祉
年
金

　
　
現
在
一
ヵ
月
二
千
三
百
円
が
十
月

　
　
か
ら
一
挙
に
千
円
ア
ツ
プ
し
て
三

　
　
千
三
百
円
に
な
り
ま
す
。

、

三
、

恩
給
等
の
併
給
制
限
の
援
和

戦
没
者
の
扶
助
料
を
も
ら
っ
て
い

る
場
合
、
現
在
准
士
官
ま
で
は
老

令
福
祉
年
金
の
金
額
を
受
け
ら
れ

ま
す
が
、
十
月
か
ら
は
中
尉
ま
で

全
額
受
け
ら
れ
ま
す
。

所
得
制
限
の
限
度
額
が
大
幅
に
引

き
上
げ
ら
れ
て
五
月
か
ら
適
用
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

保
険
料
が
上
が
り
ま
す

　
国
民
年
金
の
給
付
額
が
大
幅
に
改
善

さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
保
険
料
も
七
月
か

ら
四
五
〇
円
が
百
円
上
が
っ
て
五
五
〇

円
に
な
り
ま
す
。

保
険
料
は
農
協
の

　
　
貯
金
ロ
座
か
ら

　
四
、
五
、
六
月
の
三
ヵ
月
分
を
七
月

中
に
農
協
の
貯
金
口
座
か
ら
直
接
納
入

し
て
も
ら
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
不
足
し
な
い
よ
う
農
協
へ
の
貯
金

を
お
願
い
致
し
ま
す
。

●
●
●
　
．
　
，
9
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●
o
●
●
　
o
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●
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こ
の
頁
の
記
事
に
つ
い
て
の
照
会
は
、
社

　
会
課
の
各
担
当
係
へ
し
て
下
さ
い
。

（9）



（10）

夜
間
通
話
の
電
話
を
増
設

　
夜
間
の
役
場
へ
の
通
話
で
き
る
電
話

は
従
来
一
番
の
み
で
あ
り
ま
し
た
が
こ

の
度
二
二
〇
番
の
電
話
も
直
接
通
話
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
し
た
が
っ

て
役
場
へ
の
ご
用
の
通
話
は
次
の
と
お

り
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◎
平
日
の
午
前
八
時
三
〇
分
か
ら
午
後

　
五
時
ま
で
は
、

一
　
　
番

二
二
〇
番

二
一
二
番

二
二
二
番

庁
内
の
交
換
を
と
お

り
各
課
へ
通
じ
ま
す

◎
平
日
の
午
後
五
時
以
降
、
土
曜
日
の

　
正
午
以
降
、
日
曜
日
は
、

　
　
一
一
三
。
聾
離
握
鵜
ぼ
欝

　
　
　
　
　
　
　
こ
の
番
号
に
申
込
み

　
　
　
　
　
　
　
下
さ
い
。

　
ま
た
、
非
常
時
に
番
号
お
忘
れ
の
と

き
は
「
非
常
役
場
」
と
局
の
交
換
に
申

出
下
さ
い
。
　
　
　
　
へ
総
務
課
）

・
1
町
　
　
役
　
　
場
ー

　
　
と
見
込
ま
れ
る
場
合
は
七
月
十
五
日
ま

　
　
で
に
予
定
納
税
額
の
減
額
承
認
申
請
書

　
　
を
税
務
署
に
出
し
て
減
額
し
て
も
ら
う

　
　
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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税
の
相
談
は
お
気
軽
に

　
相
談
日
は
毎
月
五
の
つ
く
日
で
、
こ

の
日
が
日
曜
、
祝
日
の
と
き
は
そ
の
翌

日
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
自
分
の
住
所
名
前
を
言
わ
な
い
で
自

由
に
相
談
し
て
下
さ
い
。

ロワ　ロ　　　レ　　しじ　　ロロ　コ　ヨ　ロほ　じ　　　ヨロ　　
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所
得
税
第
一
期
分
の
納
税

は
七
月
三
十
一
日
ま
で

廃
業
や
災
害
、
医
療
費
の
支
出
な
ど

で
本
年
分
の
所
得
が
相
当
少
な
く
な
る

　
幽
お
す
み
で
し
よ
う
か

　
　
r
ー
年
賀
状
の
賞
品
引
き
か
え

　
　
　
　
七
月
十
九
日
ま
で
に

　
お
年
玉
つ
き
年
賀
は
が
き
の
賞
品
引

き
換
え
は
、
七
月
十
九
日
ま
で
で
す
。

“
つ
ゆ
”
ど
き
の
水
害
に
万
全
の
備
え
を

　
　
　
　
～
ひ
と
り
ひ
と
り
の
用
心
が
大
切
～

　
締
切
り
ま
ぎ
わ
に
な
る
と
郵
便
局
で

賞
品
が
品
切
れ
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
の
で
、
当
選
は
が
き
を
お
持
ち
の
方

は
、
至
急
引
き
換
え
て
下
さ
い
。

幽
つ
ゆ
ど
き
の
郵
便

　
新
潟
県
は
毎
年
大
水
害
に
見
舞
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
、
つ

ゆ
ど
き
か
ら
つ
ゆ
あ
け
後
に
集
中
し
て

い
ま
す
。

　
新
潟
地
方
気
象
台
の
発
表
し
た
6
月

か
ら
8
月
ま
で
の
3
ヵ
月
予
報
に
よ
る

と
、
6
月
上
旬
、
7
月
下
旬
、
8
月
に

は
大
雨
が
降
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
の
こ

と
で
す
。

　
郡
内
は
、
県
下
で
も
災
害
危
険
地
帯

の
多
い
所
で
、
災
害
を
予
防
し
、
災
害

に
よ
る
被
害
を
最
少
限
度
に
と
ど
め
る

た
め
に
は
、
関
係
機
関
の
防
災
対
策
と

と
も
に
、
住
民
ひ
と
り
ひ
と
り
が
次
の

∂9

’

こ
と
を
十
分
に
守
り
ま
し
よ
う
。

・
水
害
発
生
時
の
危
険
個
所
を
点
検
補

強
し
て
お
く
。

。
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
な
ど
の
気
象
情
報

　
に
注
意
す
る
。

・
貴
重
品
は
す
ぐ
持
ち
出
せ
る
よ
う
に

　
し
ま
い
場
所
を
く
ふ
う
し
て
お
く
。

・
停
電
な
ど
に
備
え
、
ロ
ー
ソ
ク
、
懐

中
電
灯
、
・
ー
プ
な
ど
を
準
備
し
て

　
お
く
。

・
病
人
、
老
人
、
こ
ど
も
は
早
目
に
避

難
さ
せ
る
◎

　
　
　
　
　
　
　
安
塚
警
察
署

ρい9

　
つ
ゆ
ど
き
は
、
雨
や
湿
気
で
郵
便
物

が
ぬ
れ
や
す
く
な
り
ま
す
。

　
郵
便
受
箱
が
な
い
と
、
郵
便
物
が
、

ぬ
れ
た
玄
関
や
店
先
に
落
ち
て
よ
ご
れ

る
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。
今
年
も
郵
便

受
箱
の
販
売
を
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

是
非
、
郵
便
受
箱
を
お
つ
け
下
さ
い
。

恩
電
話
番
号
の
異
動

　　の　　　　　　　　　　の

太松新松松田改
　　設　　野番
平代　代代倉

北
山
小
学
校

マ
エ
ダ
美
容
院

南
雲
康
一

福
田
道
路

松
代
小
学
校

　
教
員
住
宅

二
一
五

三
〇
四

三
〇
五

二
一
一

七
四
五
八


